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今年度もよろしくお願いします！！

※下線は今年度新しく赴任した職員

新規就農者の情報を募集しています！

普及センターでは、新規就農者を対象に、「農業学園アグリ講座」を開

講し、栽培技術情報や交流の場を提供しています。そのため、過去１年の

間に就農した方の情報を収集しています。

ご家族やお近くに上記の方がいらっしゃいましたら、普及センターまで

ご連絡をお願いします。 （担当：南、清水）

若草の季節と移り変わり、新たな年度がスタートしました。

当センターも４月の人事異動により、新たな所内体制となりました。経験豊富なベテラン

からフレッシュな新規採用職員まで、それぞれの持ち味を生かしながら活動してまいります

ので、どうぞよろしくお願いいたします。

近年は高温などの異常気象による被害に加え、農業資材・燃油の高騰など、地域農業への

影響を大きく受け、依然として厳しい状況が続いています。そのような厳しい環境にも適応

し、力強く生き残る、そんな皆様の頑張りを所員一丸となって応援していきたいと思います。

「結城農業かわら版」では、本年度も身近な農業や農家の動き、普及センターの業務の情

報をタイムリーに皆様にお届けいたしますので、是非ご一読お願いいたします。

センター長 木村 宏明



農作業安全に関するお知らせ

農業学園アグリ講座を開講します！

安定生産に向けて土壌診断をしましょう

普及センターでは新規就農者や農業の基礎を
学びたい方を対象に、今年度も農業学園アグリ
講座を開講します。
講座では、土づくりや病害虫防除等の基礎知

識の習得や、受講生同士が情報交換できる場づ
くりの支援を行います。また、講座内容は受講
する方の要望に応えていく予定です。
参加者を募集しておりますので、詳しくは

普及センターまでお問い合わせください。
（担当：南、安食）

6月 開講式・先輩農家ほ場見学

7月 土づくり講座

8月 病害虫・農薬講座

10月 農作業安全講座

11月 種苗会社見学研修

1月 地区プロジェクト発表会

先輩農家ほ場見学
（R6年度）

種苗会社見学研修
（R6年度）

安定した品質と収量の作物を生産する
ためには作物に適したバランスの良い土
づくりが必要です。土壌診断を行い、ほ
場の状態に合わせた施肥に取り組みま
しょう。
結城普及センターでは、毎月１回（下

旬）土壌診断を実施しています。事前に
連絡の上、診断してほしい土を普及セン
ターに持参していただき、申込書にお名
前や作付作物、土壌種類の記入をお願い
します(※１人あたり５点まで)。

土を採取する際の注意点

・ほ場の対角線と中央
の５か所から採取する
(ハウスの場合は手前、
中央、奥の３か所)

・土を十分に乾かし、
ふるいがけするなど
不純物を取り除く

県では毎年、約200件の農作業事故が報告されています。田植などで忙しくなるこの時期、
農業機械などによる事故の防止に向けて、日頃から農作業安全のポイントを意識するようにし

ましょう。

○農作業安全のポイント
・シートベルトやヘルメットを着用し、機械からの転落・転倒対策を徹底しましょう。

・1人での作業はできるだけ避けましょう。やむを得ない場合は、周囲の人

に作業場所を伝え、携帯電話を持つようにしましょう。

・周囲に危険な場所がないか確認し、定期的に整備をしましょう。

・体調が悪い時は休憩を取りましょう。また、無理のない作業計画を立てる

ようにしましょう。


